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けについて見れば単播区と混播区との間に有意差が認め

られ，レッドクローバーでは，除草区を除いて有意差を

認めることが出来なかった．従って春播する場合は燕麦

を温播し雑草を抑圧するとともにレッドクローバーの初

期の収量を補う意味から歪葵なことと思われる．

第3表　収　量（kg）
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国　播種翌年における彫啓

播種翌年における収量割合は第3図の通りで除草区の

収量が最も高く，次いで4升区・単播区・7・10・13升

区で雑草は単播区が最も高く，レッドクローバーの収墓

と反対の重量比を示した．
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備考1回刈取り時　　昭和32年7月25日　　　2回刈取り時　　昭和32年10月1日

以上の点からして，4升区と他の混播区との間に有意　　出穂期頃までに刈取るのであれは，7～8升程度燕麦を

差が認められ，7・10・13升区間には認められないから　　温播するのがよいと思われる．

火山灰土壌における牧草導入の施肥効果

竹内正治・高玉精一・斎藤孝夫・佐藤良治

（宮城県農試）

火山灰地に牧草を導入し維持管理するには，施肥条件

が一つの重要な因子と考えられる．本試験は地力に恵ま

れない火山灰土壌において，牧草の生育収量に対するN

の効果並びに火山灰土壌としての特異性から見たP205，

堆肥の影響を明かにするた削こイネ科・マメ科及び両者

の混播により現地試験を実施した．

1．試　験　方　法

試験地は陸羽東線川渡駅北東約4粁の地点にある開拓

地で，地系は奥羽山系に属する火山灰によって被覆され

た解析台地である．植生はヒメスイバを主体にシロツメ

タサ・タデ・へラオオ／てコ・ヨモギなどが多い．

供試した牧草及び試験区の構成は第1′〉2表の通りで

各区5坪2連制により試験を実施した．
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第1表　供託牧草及び播種概要

略記：　牧　草　名号l
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回削ま6月18～19日で，第2回日は7月18～22日であっ

た．この際の観察によるとN施肥量の少い区は出穂期が

1～2日早く，多丑施肥した区は避かった．これは植物
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第2図　各区別年間収址比較

3区，堆肥区が

註1．Caは炭カル反当30貫
2．P205①は熔燐，P205④は過石
3．（）内は芸科牧草クローバーの施肥追
4．追肥は毎回刈取り後基肥の％嵐を施用（3要素）

2．試験結果並びに考案

試験結果は次の通りで，数値はすべて2区の平均値で

表した．

1．発芽の状態

4月22日の播種後降雨なく，梢々乾燥したため全般に

発芽始めが遅れた．クP一一／ぐ－は発芽日数9．5～10日を

要し．イネ科は13～18日であった．発芽状態は各区とも

良く，発芽個体の各試験区内における分布状況も均一

で，以降の牧草生育あるいは施肥条件による各区間差を

比較観察する上に非常に好都合であった．

2．生育・出穂に対する施肥の彩筆

各区における刈坂時期別の草丈を対比すると第1回の
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第1回　各区刈取時の草丈

ーチヤードグラスは座止現象を望し出穂しなかったが，

イクリヤソライグラスは2回出穂をみた．すなわち第1

良い生育を示した．ラジノクローバーは1，2年日とも

各回刈り取り時に同じ傾向を示し，施肥条件による区間

差は他の草種ほど大きくなかった．混播区においては初

期生育の早いイクリヤソライグラスの影響が大きく，単

播区と同様N3・P4・堆肥区の生育が良好であった．

3．収量からみた施肥区間の差異

各区ごとの年間収迫は第2図の通りである．イクリヤ

ソライグラス・オーチヤードグラス・チモシーはNの施

肥蓑を増す忙したがい，収誼も増加の傾向をたどった．

すなわち，No．5区よりNl．5区の方が，N3区は史に増収

を示した．この事実はイネ科牧草に対するNの必要量を

うら喜きするものと思われる．火山灰土壌において肥料

を全く施用せずに牧草の生産を上げることはほとんど不

可能であるが，No．5貢，P2050．6鼠　K200．5貫程度の

施用丑でも他区に比べると収量は少い．しかもラジノク

ローバーは他の草種程施肥区間の差はなかった．各刈取

り毎の収量傾向はその時々により異なるが，年間収量及

び2年間の収監合計においてはP4区が多収を示し，隣

酸欠亡土壌といわれる火山灰土におけるP205の肥効が

認められた．温播区は初年日イクリヤンライグラス単播

区と同傾向を示したが，これは初期生育に勝るイクリヤ

ソライグラスの影響によるものであろう．堆肥の施用効

果はラジノクローノミ一においてほ意外であったが，他草

桂において認められた．しかしイネ科にNを1．5貫増長

したN3区と反当30膵tの堆肥を加用した堆肥区を比較す

ると，前者の増収効果が顕著であった．K20の肥効につ

いては本試験では行わなかった．日下継続試験中であ

る．
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